
 
 
 
 

 

17．ため池整備 

 



 

 

 

 

17－1 記 入 上 の 留 意 点



 
17－1―1（記入例） 

 

  （１）一般事項 
① チェック・選択の方法は該当する「□マーク」に、「■又はレ」を記入する。 
② 「表 及び      」は，数値もしくは文字を記入する。 
  項目が不足する場合，表現しきれない場合，特記事項がある場合等は，適宜，備考欄を利用する。  
③ 該当する項目がない場合は、「該当無し」を記入する。（記入モレか否かを識別するため） 
④本資料は，農業用ため池を改修（堤高 H が 15ｍ未満）する場合の標準的な作業項目で表示している。これにより難い場合，特記事項がある場合
等においては，備考欄あるいは頁末に追加補完のこと。 

 
  （２）「総括表」に係る細目 

 ・改修計画項は，「現況施設」と「改修計画」の諸元を対比調で記入する。 
 ・改修理由（細目）項は，該当する全ての項目に「○」，該当しない項目に「×」を記入する。 
・現況施設に関る項目で，実測値が無い場合など不明な内容に対しては「――」を記入する。 

 
  （３）「設計内容要点記載表」に係る細目 
   １）基本条件（記載表 1.1～1.5） 

 ・「設計目的・主旨等」の有無選択により，業務の内容を明確にするものである。 
 ・設計区分欄は標準的な項目で設定している。特記項目等がある場合は，適宜，備考欄あるいは内容欄の空白部を利用する。 
 ・選択項目等で□が複数個ある場合は，該当する全ての項目に「■」を記入する。例えば,（改修の対象となる施設項では，■堤体上流, □堤体    

  下流, ■洪水吐, ■取水口, □底樋,■緊急放流施設, 等々  ） 

   ２）細部条件（記載表 2.1～2.5） 
 ・記載表は，ため池整備の標準的工種として，①堤体設計 ②洪水吐設計 ③取水施設の３工種及び構造部材設計で構成している。 
  この他，基礎工，仮設道路（地区外）等がある場合は，適宜，他の照査表を準用するか，内容に応じた照査項目を補完すること。 
 ・このうち構造部材設計表は，付帯工設計に際して共通する基本条件を明記している。施設毎に異なる場合は，備考欄等でその内容を記載する。 
 ・洪水吐設計・取水施設設計の部材応力及び配筋計画項では，代表的な断面・部材のみを表示している。構造規模あるいは部材応力が大きい場合 

  などで，部材の内側・外側共に応力配筋を有する場合等においては，適宜，記載表を追加すること。 
・安定計算項において,現況堤体の安全率を計算しない場合は,「―――」を記入する。（記入モレと識別する。） 
・安定・構造計算の工種及びケースは多大な量となるので、報告書の各工種結果一覧表を添付するなどにより対応すること。 

      



 
 
 
 

17－2 照査のフローチャート



17－2－1（記入例）  

ため池整備照査のフローチャート 
         発注者の作業                 作業フロー図            請負者の作業 
 
 

 

起  案 

発注前審査 

第１回打合せ 

基本条件整理 

第２回打合せ 

現地調査 

資料の検討 

設計計画 

照査① 

第３回打合せ 
確認① 

業務発注者の審査 

各種条件等提示 仕様書・条件等の確認 

業務計画書の作成 

基本条件の照査 

照査技術者 

第 １ 次 
関係者調整 

臨時打合せ 

基本条件の確認 

NO 

NO 

YES 

YES 

契  約 
（発注前のﾁｪｯｸﾘｽﾄ） 



17－2－2（記入例）  

          発注者の作業                  作業フロー図             請負者の作業 
 

水理・構造計算 
施工・仮設計画 
設計図作成 

照査② 

第４回打合せ 
確認② 

細部条件の照査 

照査技術者 

第 ２ 次 
関係者調整 

細部条件の確認 

NO 

YES 

付帯工・詳細図作成 
仮設計画        
数量計算        
施工計画        

特別仕様書作成 
総合検討 

概算工事費算出 
 

照査③ 

第５回打合せ 
確認③ 

成果品の照査 

成果品内容の確認 

報告書作成 

成果物の提出 

検  査 

YES 

照査技術者 

YES 

NO 

ＮＯ 



総括表

形態 皿池 観測所 計画基準 確　率 日 雨 量 時間雨量 降雨波形 継続時間
現況 計画 既往最大 日雨量 時間雨量 雨量[通年] １／２００ 既往最大を使用

改 堤 長 ｍ 383.9 383.9 雨量(mm) 196.6 71.3 (mm) １／１００ 既往最大を使用
一 堤 高 〃 5.7 5.7

修 箇所数 箇所 0 1 洪 山　林 水　田 畑 市街地 池　面 計・平均
設計洪水量 ｍ3／sec 0 3.56 水 0.00 23.00 0.00 0.00 0.95 23.95

計 〃 3 3 量 0 200 0 0 70 195
般 ｍ3 ---- 171 計 0.00 0.80 0.00 0.00 1.00 0.81

画 ｍ ---- 364.2 算 33.28 分 66.7 mm/時間
ha 23 23 1.002 25.29 貯留効果 あ　り
m3 21,553 20,152 減勢工設計洪水量(ｍ3/sec)

ha 
算定堤長(m) 100.0 実測値 計算値 許容値 判　定 備　　考

堤 0.000 0.072 1.000 OK 第１孔 第2孔 第3孔 第4孔
改 日当り漏水率(％/日) 0 0.118 0.05 OUT! 100 150 200 －

体 ---- ----- 5.00 OUT! 変状多数
上流側 ----- ----- ----- -----

修 工 下流側 ----- ----- ----- -----
漏　水 クラック 断面変形 浸潤線 安定性 そ の 他
無 有 無 有 無 改良材 区　分

理 洪 現　況 計　画 判　定　　　　　備　　　　考 種　 別 仮設道路下 0.300
水 0.000 0.443 OUT! 混合機械 道路以外 0.100
吐 断面不足 破損 漏水 水理上 一体施工 そ の 他 護岸 改　修

由 工 無 有 有 無 無 工 工　法
破損 漏水 設備老朽 一体施工 そ の 他

（該当の有無） 無 有 無 無

　改修型式 選定理由 自然含水比 細粒分含有率 湿潤重量 飽和重量 内部摩擦角 粘着力
区　分 記　号 単　位 数　値 区　分 記　号 単　位 数　値 ｗn 75μ以下 γｔ(kN/m3) γsat(ｋN/m3) φ,φ'(度) C,C'(ｋN/m2)

堤 設計洪水位 H.W.L 標高 94.05 堤 頂 幅 Ｂ ｍ 3.20 旧堤体土 ＣＨ 33.4% 57.0% 18.8 19.8 26.9 8.5
堤 常時満水位 F.W.L 〃 93.68 前法勾配 ｎ1 １：α 1.80 基礎地盤 ＣＨ 37.8% 59.0% 18.2 19.2 27.3 8.0

体 鋼　土 － － － － － －
体 － － － － － －

改 基礎地盤高 B.G.L 〃 89.60 さや土 ＧＭ － 16.5 18.4 31.0 20.0
工 堤　　高 Ｈ ｍ 5.70 応力表示 設計震度 区　分 計　画

修 貯水深 Ｈ1 〃 2.96 裏法勾配 ｎ4 〃 1.50 有効応力 完成直後 常　時 － 上流側 1.65 №.10断面
寸 最高水深 Ｈ2 〃 4.45 前法小段幅 ｂ ｍ ---- 下流側 1.59 　　　〃

工 越流水深 ｈ1 〃 0.37 有効応力 常時満水位 地震時 0.150 上流側 1.20 　　　〃
法 余 裕 高 ｈ2 〃 1.25 下流側 1.21 　　　〃

風 波 高 ｈｗ 〃 0.6 ﾄﾚﾝﾁ深さ ｄ4 〃 ---- 有効応力 設計洪水位 地震時 0.075 上流側 2.09 　　　〃
下流側 1.83 　　　〃

有効応力 水位急降下 地震時 0.075 上流側 1.54 　　　〃
下流側 1.46 　　　〃

0.306

漏水量

取水
施設

改良目標強度qu(N/mm2)

洪水吐設計洪水量(ｍ3/sec)

φ600・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ360°巻立て

0.443

900浚渫対象面積(m2)

施工延長(m)

土質分類地層区分
土
質
諸
元

　　均一型工法 　現地に漏水がなく計算値も小さいため。

90.72 ｎ2 〃 ----

ｎ3

工種区分

備　　考

雨
量

取
水
設
備

平均高さ(m) 5.22

セメント系

バックホウ

越流堰式 減勢工の型式

護  岸  工
ピーク流出係数（ｆｐ）
洪水到達時間（ｔｐ）

洪水吐工

取水施設工
浚  渫  工

南花内新池

堤体工

ため池の名称

積ブロック

24時間

区　　分
流　域　面　積（ha）
洪水到達時間係数（C)

後山型

到達時間内有効降雨強度(γｅ)
ﾋﾟｰｸ洪水流量(m3/sec)

φ250・斜樋

貯水面積：流域面積（１：α）

　底　　樋

受益面積 

364.22

171

工
法

口径・構造
口径・構造

 洪水吐の改修理由

最低取水位
(土砂吐敷高)

遮水ゾーン
前面勾配

遮水ゾーン
裏面勾配

L.W.L 〃

備　　考計算ケース

浚
渫
工

跳水式

浚渫土量(m3)
0.19平均浚渫深さ（ｍ）

　緊急放流施設

安
定
計
算
結
果

堤
体
土
質
諸
元
及
び
安
定
計
算
結
果

〃 ----

遮水ゾーン
天端幅

ｄ1 〃 ----

（該当の有無）

　取水施設の改修理由

洪
水
吐

断面変形率（％）

堤体の改修理由
（該当の有無）

　洪水放流能力(m3/sec)

堤長100m当り(㍑/sec)

集水面積 
貯  水  量 

堤体安全率（Fs)

Ａ項流量

口径(mm)
型式

計画取水量（ｍ3/s）

斜　樋
0.148

洪水吐の型式

最大貯留深(ｍ) 0.366

設計洪水流量

 17－3－1(記入例）



                                                         

 
 
 
 

17－4 照 査 表 



17－4－1（記入例） 

 
 
 
 

 

〔1〕基本条件の照査表  
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 

工  種  ため池整備 

 ○○事業  ○○池測量設計業務 

発注者名  ○○農政局  ○○事業所 請負者名 

確認の日付 

確認担当者 
氏名・印 

平成○○年○○月○○日 照査の日付 

照査技術者 
氏名・印   ○○ ○○  ㊞ 

業 務 名 

 ○○コンサルタント（株） 

平成○○年○○月○○日 

○○  ○○  ㊞ 



基 本 条 件 の 照 査 表 
工種：  ため池整備 

17－4－2（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対 象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

(1)目的、主旨を理解しているか。 
特別仕様書 

○ レ ○ レ  
１．１ 

１ 設計の目

的･主旨

等 (2)設計の範囲、数量及び主な作業項目とその精度、

工程等について把握しているか。 

業務計画書 
○ レ ○ レ  

１．１ 

(1)貸与資料の不足事項，追加事項はあるか。  貸与資料 
○ レ ○ レ  

１．３ ２ 貸与資料

の確認 

(2)事業所で統一された基準要領があるか。  ○ レ ○ レ  １．２ 

(1)ため池整備一般 

  1)ため池改修要因および整備の内容を把握してい    

るか。  

協議資料， 
特別仕様書 ○ レ ○ レ 

 
１．２ 

2)対象の施設に対し，水理的・構造的な性状を把握    

し，整備の方針を策定しているか。 

〃 
○ レ ○ レ  

１．２ 

3)ため池の流域および用水受益地の状況を把握し

ているか。 

〃 
○ レ ○ レ  

１．２ 

 4)堤体および付帯施設の整備の方針は，立地条件，  

   利水状況等からみて適切か。 

〃 
○ レ ○ レ 

 
１．２ 

5)改修する堤体軸及び洪水吐，取水施設等の配置は

適切か。（現況堤に対し，洪水吐・取水施設・下

流水路等の相互の関連から検討しているか） 

協議資料 
 ○ レ ○ レ 

 
１．２ 

6)緊急放流施設の要否を確認しているか。 〃 ○ レ ○ レ  １．２ 

(2)適用すべき基準について確認しているか。 
〃 

○ レ ○ レ 
 

 

３ 設計基本

条件 

 

(3)対外協議事項とその内容について把握している

か。 

設計打合 
記録 ○ レ ○ レ 

 
 



基 本 条 件 の 照 査 表 
工種：  ため池整備 

17－4－3（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対 象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

(1)対象地域の写真撮影を行っているか。 
現地調査資

料 ○ レ ○ レ 
 

１．４ 

(2)測量図に下記事項が明記されているか。 

  １）堤体の標高、洪水吐，取水施設，その他構造物 

   の位置と標高 

２）下流引継水路の状況（排水路，用水路等） 

現地調査資

料 
添付図面 ○ レ ○ レ 

 

(3)設置予定地付近の土地利用状況（地目）は把握し  

 ているか。 

  〃 
○ レ ○ レ 

 

(4)設置予定用地（工事用道路用地を含む）付近に支  

 障となる障害物の有無について把握しているか。 

  〃 
○ レ ○ レ 

 

(5)土取り場，建設発生土受入地予定地の状況を把握

しているか。 

  〃 
○ レ ○ レ 

 

４ 現地調査

の結果 

(6)設置予定地周辺の環境状況（史跡・埋蔵文化財・

生態系保全・景観等の配慮）を把握しているか。 

  〃 
○ レ ○ レ 

 

１．４ 

(1)堤体改修計画 

 1)計画基礎地盤は適切か。（地層構成，透水度） 
協議図面 
協議記録 ○ レ ○ レ 

  

 2)改修理由及び土質諸元に即した改修工法か 
協議記録 
協議資料 ○ レ ○ レ 

 
１．５ 

  3)築堤材料は，粒径加積曲線，せん断強度，透水 

    度等から適性範囲にあるか。 

  〃 
○ レ ○ レ 

  

５ 

 

 

設計計画 

  4)地質調査・土質調査等の結果により，堤体の諸  

   数値および基本断面を決定しているか。 

  〃 
○ レ ○ レ 

  



基 本 条 件 の 照 査 表 
工種：  ため池整備 

17－4－4（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対 象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

  5)改修計画における下記事項を把握しているか。 

  ①計画FWLは現況水位もしくはそれ以下の高さ 

  か。 
②改修計画平面・縦横断図 

③基準に示される堤体標準断面の適用は妥当か。 

（補正すべき要素はないか） 

④堤体安定計算の要否もしくは検討ケースは適 

  切か。 

協議記録 
協議資料 

○ レ ○ レ 

  

(2)洪水吐の設計 

  1)洪水吐の位置・形式は，地形・地質・下流引継 

    水路等の条件を満足しているか。 

  〃 
○ レ ○ レ 

 
 

  2)平面・縦断線形は，水理的に円滑かつ良好な地 

    山上か。 

  〃 
○ レ ○ レ 

  

3)設計洪水量又は計画降雨規模の超過確率年を確  

  認しているか。（Ａ・Ｂ・Ｃ項） 

  〃 
○ レ ○ レ 

  

(3)取水施設 

  1)取水施設の位置，形式・取水量について確認して  

    いるか。 

  〃 
○ レ ○ レ 

 
 

 2)引継位置および水理諸元について確認している  

   か。 

  〃 
○ レ ○ レ 

  

(4)施工計画 

 1)施工・仮設設計の方針は，基本条件・制約条件を 

   確認した上で立案しているか。 

 
○ レ ○ レ 

 
 

  

 

 

 

 2)場内道路，場外道路の計画は，改修工事と整合が 

   取れているか。（建設位置，工事順序・スケジュ 

   ール等） 

 
○ レ ○ レ 

 
 



基 本 条 件 の 照 査 表 
工種：  ため池整備 

17－4－5（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対 象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

3)本工事に係る，用地関係，補償施設，補強施設等 

の有無を確認しているか，あるいはその構想は適 

正か。 

 
○ レ ○ レ 

 
 

  

(5)環境との調和及び景観に配慮した設計となってい

るか。 

 
○ レ ○ レ 

 
 



 
 

17－4－5（記入例） 

 
 
 
 

〔2〕細部条件の照査表  
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工  種  ため池整備 

 ○○事業  ○○池測量設計業務 

発注者名  ○○農政局  ○○事業所 請負者名 

確認の日付 

確認担当者 
氏名・印 

平成○○年○○月○○日 照査の日付 

○○ ○○   ㊞ 
照査技術者 
氏名・印  ○○ ○○  ㊞ 

業 務 名 

 ○○コンサルタント（株） 

平成○○年○○月○○日 



細 部 条 件 の 照 査 表 
工種： ため池整備 

17－4－6（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対  象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

(1)堤体および構造物設計に適用する設計基準・指針・ 

  標準設計等を確認（明記）しているか。 
 ○ レ ○ レ 

 
2.１ 

(2)使用する電算ソフトはチェック済か。（テストラン 

   もしくは実積による検証など） 
 ○ レ ○ レ 

 
 

(3)構造設計（細目）に対しては，後述の実施設計照 

  査要領の照査条件の調査を満足しているか。 
 ○ レ ○ レ 

 
 

１ 

 

一般事項 

 

(4)施工後の維持管理が考慮されているか。  ○ レ ○ レ 
 

2.2 

(1)流域面積は適正か。（間接流域がある場合の流入量

評価,貯留効果の適否など） 

 
○ レ ○ レ 

 
2.3 

(2)貯水池および堤体・付構造物整備の基となる 

水理・水文に係る計算式および各諸元の数値は適正 

か。 

 
○ レ ○ レ 

 
2.3 

1)設計洪水量決定に使用する基準およびデーター 

 は適切か。（Ａ・Ｂ・Ｃの各項の流量） 

 
○ レ ○ レ 

 
2.3 

2)貯留効果の判定は適正か。  ○ レ ○ レ  2.3 

3)洪水吐と減勢工の設計流量の使い分け。  ○ レ ○ レ  2.3 

２ 

 

水理・水文

計算 

(3)改修による利水諸元の変化を確認しているか。（貯 

  水量・池水位の変化等の観点から） 

 
○ レ ○ レ 

 
2.１ 

(1)堤体標準断面の決定経過は明確かつ適正か。  ○ レ ○ レ 
 

2.１ 

(2)計画基礎地盤は適正か。  ○ レ ○ レ 
  

３ 堤体設計 

(3)土質定数の決定根拠を明確にしているか。 
 

○ レ ○ レ 
  



細 部 条 件 の 照 査 表 
工種： ため池整備 

17－4－7（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対  象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

  
(4)堤体の安定計算式は適正か。 

 
○ レ ○ レ 

 
2.１ 

 1)設計仕様書に記載されている検討の処理がなさ 

  れているか。 

 
○ レ ○ レ 

 
 

2)土質諸元の決定根拠は明確かつ適切か。 
 

○ レ ○ レ 
  

3)安定計算結果は一覧表にするなど明確にしてい 

  るか。 

 
○ レ ○ レ 

  

  

4)環境及び景観対策は適切か。  ○ レ ○ レ   
(1)基本設計段階に対し大きな変更点はないか。（建設 

  位置，規模・タイプ，平面・縦断線形等） 

 
○ レ ○ レ 

  

(2)洪水吐の水路構成は適切か。  
○ レ ○ レ   

(3)減勢工の形式は隣接地形および下流水路状況と整 

  合が取れているか。 

 
○ レ ○ レ 

  

４ 洪水吐の

設計 

(4)洪水吐規模・越流水深決定の根拠は明確かつ適正  

   か。 
 ○ レ ○ レ 

 
 

(1)基本設計に対し大きな変更点はないか。（建設位 

  置，タイプ，取水位等） 

 
○ レ ○ レ 

  

(2)取水孔の口径・数・位置は確認がとれているか。（利 

  水慣行等） 

 
○ レ ○ レ 

 
 

５ 取水設備 

(3)底樋管の改修は，現在の立地環境および構造基準 

   等からみて適正か。(改修軸，規模，工法など) 

 
○ レ ○ レ 

 
 

６ 設計条件 

 

(1)設計条件は適切か。 

 1)材料の単位体積重量 
 ○ レ ○ レ 

 
2.3 



細 部 条 件 の 照 査 表 
工種： ため池整備 

17－4－8（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対  象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

 2)材料の種類と許容応力度。（低減率，割増し率 等）  ○ レ ○ レ 
 

2.3   

 3)上載荷重の種類と適用施設の区分。  ○ レ ○ レ 
  

 4)設計震度  ○ レ ○ レ 
  

 5)土質定数及び土圧係数  ○ レ ○ レ 
  

6)地下水位の設定  ○ レ ○ レ 
 

2.１ 

(2)安定計算式の要否判断及び安定条件判定基準は 

   適正か。  ○ レ ○ レ 
 

 

(3)部材設計 

1)鉄筋かぶりと構造部材は適正か。 
 ○ レ ○ レ 

 
2.3 

2)各部材が応力的に最も不利となる検討ケースが  

  設定されているか。  
 ○ レ ○ レ 

  

  

(4)電算ソフトを使用した場合，インプット・アウト 

   プットデータは適正か。 

また検討結果は，一覧表として整理するなど適   

正判断を明瞭にしているか。 

 ○ レ ○ レ 

 

 

(1)規格は特別仕様書と整合しているか。  ○ レ ○ レ  2.5 

(2) 計画一般図に必要な項目が記載されているか。
（水位、地質条件等） 

 ○ レ ○ レ 
 

2.5 

(3) 使用材料・規格は計算書と一致しているか。  ○ レ ○ レ  2.5 

７ 設計図 

作成 

(4) 構造詳細図は適用基準及び打合せ事項と整合して
いるか 

 ○ レ ○ レ 
 

2.5 



細 部 条 件 の 照 査 表 
工種： ため池整備 

17－4－9（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対  象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

(5)計算結果に基づいた適切な配筋がされているか。 

鉄筋の継手位置は構造・施工の両面から適正か。 

また，鉄筋の段落しあるいは継手が集中する場合の

処理は適切か。 

 ○ レ ○ レ 

 

2.5 

  

(6) 構造・寸法線の表示・線の種類は的確に使い分け 

    されているか。（構造線と寸法線・現況線，指定  

    仮設と任意仮設の識別  等） 

 
 ○ レ ○ レ 

 
 2.5 

  
(7)特記事項はないか，ある場合は記載されているか  ○ レ ○ レ 

 
2.5 

  

      

 
 

  

      

 
 

  

      

 
 

  

      

 
 

  

      

 
 

 
 



 

17－4－10（記入例） 

 
 
 
 

 

〔3〕成果品の照査表  
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工  種  ため池整備 

 ○○事業  ○○池測量設計業務 

発注者名  ○○農政局  ○○事業所 請負者名 

確認の日付 

確認担当者 
氏名・印 

平成○○年○○月○○日 照査の日付 

○○ ○○ ㊞ 
照査技術者 
氏名・印   ○○ ○○ ㊞ 

業 務 名 

 ○○コンサルタント（株） 

平成○○年○○月○○日 



成 果 品 の 照 査 表 
工種：ため池整備 

17－4－11（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対  象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

１ 未確認事

項の確認 
1)前回の照査以降での変更事項あるいは未解決事項

はないか。 
 ○ レ ○ レ 

 
 

(1)工事用道路 

1)路線の位置・線形は適正か。 
報告書 ○ レ ○ レ 

 

2)工事用車両の通行が可能な道路規模であるか。  ○ レ ○ レ  
3.１ 

２ 仮設計画 

(2)土工流用計画は適正か 

1)池敷き・土取り場・建設発生土受入地および仮設道    

路構築間での土工流用は適正か。 

2)泥土処理，地盤改良の有無，ある場合の処理は適切

か。  

 ○ レ ○ レ 

 

 

(1)数量一般 

1)数量計算は適用基準及び打合せ事項と整合して

いるか。（有効数値、位取り、単位、区分等） 

 ○ レ ○ レ 

 

  2)数量区分は施工工程・施工機械等と整合してい  

     るか。 
 ○ レ ○ レ 

 

   3)数量計算に用いた寸法は、図面と一致している 

     か。 
 ○ レ ○ レ 

 

   4)数量取りまとめは、種類毎、材料毎に打合わせ 

     に合わせてまとまっているか。 
 ○ レ ○ レ 

 

 

(2)土工計算 

 1)施工区分毎に土工図が作成されているか。 
 ○ レ ○ レ 

 

３ 数量計算 

 2)土工流用計画の下に，数量が取りまとめられて 

  いるか。  ○ レ ○ レ 
  

(1)施工方法は適正か。 報告書 ○ レ ○ レ  3.1 ４ 施工計画 

(2)工事規模・現場状況に見合った施工機種の組み合わ

せか。 
 ○ レ ○ レ 

  



成 果 品 の 照 査 表 
工種：ため池整備 

17－4－12（記入例） 

照  査 確  認 
NO 項 目 主 な 内 容 提示資料 該  当 

対  象 確 認 該  当 
対  象 確 認 備  考 

設計内容 
(要点) 
記載表 

(3)工程計画は適正か。  ○ レ ○ レ   
(4)経済性、安全性が配慮されているか。  ○ レ ○ レ   
(5)工事中の環境面（騒音、汚染対策等）に配慮がなさ

れているか。 

 
○ レ ○ レ 

  

(6)施工ヤード・施工スペースを確保しているか。  ○ レ ○ レ   

  

(7)仮説計画（道路、排水）は妥当か。  ○ レ ○ レ   
５ 特別仕様

書 
(1)工事特別仕様書の内容は適正か。  ○ レ ○ レ 

 
3.2 

(1)適用基準及び打合せ事項と整合しているか。（区

分、歩掛、単価、積算方法等） 
 ○ レ ○ レ 

  ６ 概算工事

費 

(2)積算の要領を明記しているか。  ○ レ ○ レ   
(1)指定条件及び打合せ事項と整合しているか。（製本

内容、まとめ方、図面整理等）  ○ レ ○ レ 
 

 

(2)報告書の構成は、設計業務報告書標準様式（案）に

準拠しているか。 
 ○ レ ○ レ 

  

(3)計算に使用した計算式、数値及び引用された文献等

の出典及び根拠は明確になっているか。 
 ○ レ ○ レ 

  

(4)計算過程が理解しやすいようになっているか。  ○ レ ○ レ   
(5)電算での処理データは整理されているか。 

   また，本文と区別されているか。 
 ○ レ ○ レ 

  

７ 報告書 

(6)引継事項あるいは今後の課題はないか。もしくは整

理されているか。 
 ○ レ ○ レ 

  

８ コスト縮

減対策 

(1)施策の提案内容及び比較検討の過程や結果等の成

果が整理されているか。 
 ○ レ ○ レ 

  

 



 

 

 

 

 

 

17－5 設計内容（要点）記載表



17－5－1（記入例） 

設計内容（要点）記載表 １．１（設計の目的・主旨） 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 

報告書 

記載頁 備   考 照査 

設 計 区 分  □ 概略設計  □ 基本設計  ■ 実施設計    

現地調査 ■ 有  □ 無   レ 作業項目 
準備作業 資料の検討 ■ 有  □ 無   レ 

改修要因の検討と方針 ■ 有  □ 無   レ 
基本計画 ■ 有  □ 無   レ 

設計基本計画 

 環境対策 ■ 有  □ 無   レ 

堤体断面の設計 ■ 有  □ 無   レ 
堤体の安定計算 ■ 有  □ 無   レ 堤体の設計 
浸透水に対する検討 ■ 有  □ 無   レ 

基礎処理設計 工法の検討 □ 有  ■ 無   レ 
設計洪水量の決定 ■ 有  □ 無     レ 
タイプ・路線の検討 ■ 有  □ 無   レ 洪水吐設計 
構造設計 ■ 有  □ 無   レ 
タイプ・位置の検討 ■ 有  □ 無   レ 
水理計算 ■ 有  □ 無   レ 

取水設備の設
計 

構造設計 ■ 有  □ 無   レ 
 緊急放流施設 □ 有  ■ 無   レ 

施工計画  ■ 有  □ 無   レ 
計画一般図 □ 有  ■ 無   レ 
堤体標準断面図 ■ 有  □ 無   レ 
 〃 平面図・縦断図 ■ 有  □ 無   レ 
基礎処理工 □ 有  ■ 無   レ 
洪水吐工 ■ 有  □ 無   レ 
取水施設工 ■ 有  □ 無   レ 
附帯工 ■ 有  □ 無   レ 

 設計図作成 

その他 ■ 有  □ 無    レ 
 堤体工 ■ 有  □ 無   レ 
 基礎処理工 □ 有  ■ 無   レ 
 洪水吐工 ■ 有  □ 無   レ 

数量計算 

 取水施設工 ■ 有  □ 無   レ 
 特別仕様書作成 □ 有  ■ 無   レ 
 概算工事費積算 □ 有  ■ 無   レ 
 点検照査とりまとめ □ 有  □ 無   レ 
 本段階での契約変更の有無 □ 有  □ 無    



 

17－5－2（記入例） 

設計内容（要点）記載表 １．２（設計基本条件 １／２） 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁 備 考 照査 

独自基準の有無 ■ 有 □ 無    レ 

堤   体 
■土改指針「ため池整備」（H18.2）   ■自治体等独自の指針， 
□その他（        ）  

 1-1  レ 

適
用
す
る
基
準 

構造・部材設計 
   ■土改指針「ため池整備」(H18.2)，■土改基準「ダム」(H15.4)，
□土改基準「水路工」(H13.2)， ■独自指針「ため池」 

   □その他（      ） 
 1-1  レ 

関連事業の有無 □ 有 ■ 無    ／事業名等（                 ） 
 
 

  
レ 

水利権以外の権利有無 □ 有 ■ 無    ／ 権利名（          ）     レ 

流域図 □ 有 ■ 無    ／  図面の縮尺 S=１／ 000000       レ 

 一    般 

図面の 
有無・縮尺 用水・排水 □ 有    ■ 無    ／  図面の縮尺 S=１／ 000000       レ 

改修の要否 ■ 要  □ 否（否の場合は以下空白）  2-2  レ 

改修の要因 
□漏水，■堤体の断面不足・変状，■付帯工老朽・機能不備等、
■安全施設改善等， ■護岸工破損， ■利水機能回復，     
□その他（        ） 

 2-2   
レ 

改修の対象となる施設 
■堤体上流，■堤体下流，■洪水吐，■取水口，■底樋，         
■緊急放流施設，□池敷き整備，■浚渫，□その他（   ） 

 2-1   
レ 

地質・土質調査資料の 
有無と設計対応 

■ 既存資料，□ 近傍資料，■ 標準値使用，□ 今回調査 
  （ その他：                         ） 

地質調査 
報告書 

3-1  
レ 

 堤 体 改 修 

堤体用土の土質調査資
料の有無と設計対応 

□ 既存資料，□ 近傍資料，■ 標準値使用，□ 今回調査 
  （ その他：                         ） 

 4-18  
レ 

改修の要否 ■ 要  □ 否（否の場合は以下空白）  2-2  レ 

計画取水量 Qmax =  0.148m3/s  6-4  レ 

現況施設の情報 ■設置位置，□構造 ， □設置標高  6-1  レ 

改修施設の位置； ヶ所 ■現況位置，□位置変更， ；     3  ヶ所   6-1  レ 

 取 水 施 設 

 現況底樋の情報 
■設置位置，□構造 ， □設置標高（上，下流敷高） 
   （ 不明の場合の対応：                  ） 

 6-1  レ 



 

17－5－3（記入例） 

設計内容（要点）記載表 １．２（設計基本条件 ２／２） 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁 備 考 照査 

改修の要否 ■ 要  □ 否（否の場合は以下空白）  5-1  
レ 

降雨ﾃﾞｰﾀの有無 
ﾃﾞｰﾀ管理者・観測所名 

□ 有  ■ 無 
 （ﾃﾞｰﾀ管理者：          観測所名：       ） 

   
レ 

現況施設の情報 □設置位置，□構造 ， □設置標高    
レ 

洪 水 吐 

施設の改修位置（方針） □現況位置，□位置変更， ■その他（新設   ）    
レ 

設計手法 ■許容応力度法， □その他（    ）  標準設計 5-7  
レ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 ■σck＝21 N／mm2，□24 N／mm2，□その他（      ）       〃 5-8  
レ 構 造 設 計 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 

の仕様 鉄筋種別 ■SD295， □SD345，□その他（         ）  〃 5-8  
レ 

耐震設計の対象施設    ■堤体， □ 洪水吐，  □ 取水施設， □ その他（         ）    
レ 

解析手法 ■震度法，    □その他（         ）    
レ 耐震設計条件 

特記事項の有無 □有，   ■ 無     （有の内容：                     ）      
レ 

計画の要否 ■ 要  □ 否（以下空白）  10-1  レ 

基本条件 □有（施工期間；  月～翌年  月）， ■ 指定なし  10-1  レ 

種 別 □現道，□局部拡幅・改良，□新設仮道，その他（敷地内仮道）  10-1  レ 

今回整備の内容 全幅員；  4.5 ｍ ，概略延長； 292 ｍ  10-5  レ 
工事用 
道路 

同，橋梁の有無 □ 有  ■ 無     レ 

施 工 計 画 

その他     レ 

ため池管理者 ■ 有 □ 無 打合せ資料   レ 

用地所有者 ■ 有 □ 無 〃   レ 

道路管理者 □ 有 ■ 無    レ 

対外協議の 
有無と内容 

その他      

特記事項の有無 □ 有 □ 無    レ 特記事項の
有無と要旨 有の場合の要旨 要旨：     



 

17－5－4（記入例） 

設計内容（要点）記載表 １．３（貸与資料の確認）

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠 

報告書記

載頁 備 考 照査 

事業計画書等 □ 有 ■ 無    レ 既存設計報告
書 基本設計報告書 □ 有 ■ 無        レ 

□ 有 □ 無， ■ 今回実測 

貯水池 ■平面図（地形図）  ■深浅測量   ■縦断図，  ■横断図，      
□その他（     ） 

   

レ 

□ 有 ■ 無 
土取り場 □平面図（地形図），□縦断図，□横断図，□用地図， 

□その他（    ） 

   

レ 

■ 有 ☐� 無 
仮設道路 ■平面図（地形図），■縦断図，■横断図，□用地図， 

□その他（    ） 

   

レ 

□ 有 ■ 無    

測 量 資 料 の 
有無及び内容 

その他 
 

   
レ 

■ 有 □ 無 

貯水池・堤体 
□地表踏査，■ ボーリング・標準貫入，■現場透水試験 ，       
■その他の孔内試験，■物理試験 ，■力学試験，              
□その他（        ） 

 3-1  

レ 

■ 有 □ 無 

土取り場 
□地表踏査，□ ボーリング・標準貫入，□現場透水試験 ，       
□その他の孔内試験，□物理試験 ，□力学試験，              
■その他（標準値        ） 

 4-18  

レ 

□ 有 ■ 無 
仮設道路 □ ボーリング・標準貫入，□物理試験 ，□力学試験， 

□CBR 試験，□その他（        ） 

   

レ 

地質調査資料の
有無及び内容 

その他 □ 有 ■ 無     ／  調査の内容（               ）    レ 
気象資料 ■ 有 □ 無    レ 

気象・水文 
水文資料 ■ 有 □ 無    レ 
周辺関連事業資料 ■ 有 □ 無    レ 

事業所独自の設計資料 ■ 有 □ 無    レ 

用水受益者関係資料 □ 有 ■ 無    レ 
その他の資料 

環境関係資料 □ 有 ■ 無    レ 
■ 有 □ 無  1-1  追加資料 

の要請 
要請の有無及び内容 

    
レ 



 

17－5－5（記入例） 

設計内容（要点）記載表 １．４（現地調査結果等） 

 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁 備 考 照査 

貯水池周辺 ■ 有    □ 無  2-15  レ 

土取り場 ■ 有    ☐� 無  〃  
レ 

建設発生土受入地 ■ 有    ☐� 無  〃  
レ 

写 真 撮 影 

仮設道路 ■ 有   ☐� 無  〃  
レ 

 測量図に，堤防の標高，
附帯構造の位置と標高 

■ Yes  □ No 
   

レ 

同，基準点及び水準点の
位置と標高 

■ Yes  □ No 
   

レ 

 障害物の有無 □ 有 ■ 無    
レ 

その他，貯水池周辺以外 □ 有    ■ 無    
レ 

現 地 状 況 
の 把 握 
（貯水池） 

      

道路拡幅等の計画 □ 有 ■ 無  3-11  
レ 

砂防指定区域 □ 有 ■ 無  〃  
レ 

保安林指定区域 □ 有 ■ 無  〃  
レ 

遺跡埋蔵文化財 ■ 有 □ 無  〃  
レ 

周辺の環境況
の把握 

景観保護条約等 □ 有 ■ 無  〃  
レ 

借地のできない土地 □ 有 ■ 無  10-2  
レ 

      施 工 条 件 

      

       



設計内容（要点）記載表 １．５（設計計画 １／２） 

17－5－6（記入例） 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁 備 考 照査 

判定（該当項目に○印）  
判定項目 

判定基準 
判定 判定要旨 

   
レ 

満水位において堤長 100ｍ当たり 
60ℓ /min 以上 

×   1-1   

貯水能力が低下し、利水上に支障 ○   〃   
堤体等からの漏水 

漏水量変化が 10%／ヶ月以上増加 ×   〃   
堤体のクラック及び変
形 

クラックの有無，パイピングの有
無，断面変形５％以上 

 ○ 目視 
 

〃  レ 

浸潤線の位置 浸潤線の位置 ×   〃  レ 
洪水吐の老朽化，又は断面
不足 

破損の状況，現況能力及び必要能力 ○ 既設なし 
 

〃  レ 

堤体の断面不足 
余裕高又は付加高さの不足，断面不
足による堤体不安定 

○ 
天端幅、上流面勾配不
足 

 〃  レ 

取水施設の老朽化等に
よる漏水 

斜樋・底樋の破損による漏水，取水
設備の操作機能不備 

○ 作動不良  〃  レ 

安全管理施設の老朽化
または不備 

安全管理上支障をきたしている ○ 防護柵なし  〃 
 

レ 

 護岸工の破損 堤体及び周辺農地等への影響がある ○ 上流側擁壁に変状多数  〃  
レ 

改 修 要 否 

堆砂 貯水機能及び取水機能に支障がある ○ 底樋取水不能  〃  
レ 

改修の要否 ■ 要 □ 否  2-1  
レ 

堤体改修型式 
■均一型，□傾斜遮水ｿﾞｰﾝ型，□中心遮水ｿﾞｰﾝ型，□遮水ｼｰﾄ，
□ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装，□堤体ｸﾞﾗｳﾄ，□掘込式，□その他（    ） 

 
4-1 

 
レ 

指針等が示す標準断面
の適用 

■ 適 □ 否 
 

4-8 
 

レ 

 〃  安定計算の要否 ■ 要 □ 否 
 

4-15 
 

レ 

基礎処理・地盤改良 □ 要 ■ 否    
レ 

仮設道路（場外）の検討 □ 要    ■ 否    
レ 

堤 体 改 修 

仮排水路の検討 □ 要    ■ 否    
レ 



設計内容（要点）記載表 １．５（設計計画 １／２） 

17－5－7（記入例） 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁 備 考 照査 

 ため池の主要諸元 堤高    5.7 m ，堤長.  384  m，有効貯水量  20152 m3 
 

3-80 
 

レ 

   〃 主要水位 HWL.  94.05 m ，ＦＷＬ.  93.68 m，LＷＬ.  90.72 m 
 

4-9 
 

レ 
 

環境対策 □ 要    ■ 否    
レ 

改修の要否 ■ 要 □ 否  5-1  
レ 

計画洪水量 Q 洪水 =  0.443m3/s、  ，Q 減勢 =  0.306 m3/s, 
 

5-1 
 

レ 

洪水吐の型式 □水路流入型，■越流堰型，□側水路型, □その他（       ） 
 

5-1 
 

レ 洪水吐改修 

減勢工の型式 

跳水式減勢工(□副ﾀﾞﾑ型,□USBRⅢ型静水池,☐�USBRⅣ型静水池,)

□衝撃型減勢工,落差工型減勢工(□強制跳水型,□ｲﾝﾊﾟｸﾄﾌﾞﾛｯｸ

型,□ｽﾛｯﾄｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ型),□その他（       ） 

 

5-5 

 

レ 

改修の要否 ■ 要  □ 否  6-1  レ 

計画取水量 Qmax =  0.148m3/s、  6-4  レ 

取水施設の形式 
■斜樋，□取水塔，□取水トンネル，□底樋， 
□その他（         ） 

 6-1  レ 

  〃    の位置／ヶ所 ■現況位置， □位置変更  ／        ヶ所  6-1  
レ 

取水施設改修 

 底樋の水理断面，構造 水理断面：φ 600 ， 構造： 開削／ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立て  6-4  
レ 

対象となる施設 ■堤体，□余水吐，□取水設備，□底樋，□その他（       ）    レ 

設定レベルの使い分け □有， □ 無    レ 

地盤の種別 ■適， □否， □ Ⅲ種    レ 

補正係数 
地域別補正係数；k=  1.0  ，地盤別補正係数；k=  0.8  ， 
重要度別補正係数；k=  1.0  ，固有周期別補正係数；k=  1.0  

   レ 

水平震度 Kh =  1.0 × 0.8 × 1.0 × 1.0 ×0.2＝ 0.16  
   

レ 

耐 震 設 計 

  ため池指針 P.51 より強震帯地域の設計震度 0.15    
レ 



  

17－5－8（記入例） 

設計内容（要点）記載表 ２．１（堤体設計 １／２） 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁 備 考 照査 

 堤体改修の要否 ■要  □否（現況諸元のみ記載する）  2-2  
レ 

 前回照査との変更有無(主要事項のみ)   □有  ■無    
レ 

 現  況 計  画      

型式 均一型 同左   1-1  レ 
堤高    ｍ 5.7 同左   1-1  レ 
堤長    ｍ 383.9 同左   1-1  レ 

堤体積  千 m3 ---- ----     レ 

貯水量  千 m3 21,553 20,152   3-80  レ 

貯水深   ｍ ---- 2.96     レ 

最高水深  ｍ ---- 4.45     レ 

貯
水
池 

余裕高   ｍ ---- 1.25   4-8  レ 

天端幅   ｍ 1.8～4.3 3.2   4-9  レ 
法勾配  上流  １：0.9  １：1.8   4-9  レ 
 〃   下流  １：1.3  １：1.5   4-9  レ 
法面保護 上流  １：  １：    該当なし レ 

堤 
体
断
面 

 〃   下流  １：  １：    〃 レ 
満水位 EL ｍ 93.68 93.68   4-9  レ 
洪水位 EL ｍ ---- 94.05   4-9  レ 

 
貯水池諸元 

水
位 

堤頂標高 EL ｍ ---- 95.30   4-9  レ 

左記の決定根拠      土質条件 
 
用土区分 

分類 含水比 
湿潤重
量 
kN／m3 

飽和重
量 
kN／m3 

内部摩
擦角 
φ° 

粘着力 
 
kN／㎡ 

標準 既存 本調

査 

 区分Ⅰ CH 33.4% 18.8 19.8 26.9 8.5  ○  

〃  Ⅱ          
旧 
堤 
体 〃  Ⅲ          

 基礎地盤 CH 37.8% 18.2 19.2 27.3 8.0  ○  

粘性土          

砂質土           

          
さや土 GM ---- 16.5 18.4 31.0 20.0 ○   

 

4-21 

 

レ 堤体土の   
 設計定数 

改 
修 
堤 
体 

              



  

17－5－9（記入例） 

設計内容（要点）記載表 ２．１（堤体設計 ２／２） 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠

 

報告書 

記載頁

 

備 考 照査 

計算結果 備  考 
     応 力 設計震度 斜面区分 

（計 画）  
    レ 

上流側 1.65   

完成直後 

 
有効応力 

 
－ 

下流側 1.59   
 4-29  レ 

上流側 1.20   

常時満水位 

 
〃 

 
0.15 

下流側 1.21 
  

 〃 
現況下流 
Fs=1.112 レ 

上流側 2.09   

設計洪水位 

 
〃 

 
0.075 

下流側 1.83   
 〃  レ 

上流側 1.54   
水位急降下 
（ 水深＝2.1m） 

 
〃 

 
0.075 

下流側 1.46   
 〃  レ 

検
討
ケ
｜
ス 
 

 
  追記）現況堤体の安定計算を行なった場合は「備考欄」に記載する。  

 
  

堤体安定計算
結  果 

      

特記事項の有無 ■有  □ 無    レ 

有の場合の要旨 要旨：   4-20  レ 

特記事項の 
 有無と要旨 

      

 ■土地改良事業設計指針「ため池整備」 農林水産省農村振興局整備部設計課 H18.2     

 ■土地改良事業計画設計基準・設計「ダム」    農林水産省農村振興局 H15.4     

 ■土地改良事業計画設計基準・設計「水路工」  農林水産省農村振興局 H13.2     

適用設計基準
等 

 □その他（              ）     

 

 



 

17－5－10（記入例） 

設計内容（要点）記載表 ２．３（洪水吐設計 １／３）   

検  討  項  目 

内  容 詳    細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁 備 考 照査 

洪水吐改修の要否 ■要  □否    
レ 

前回照査との変更有(主要な事項のみ) □有  ■無    
レ 

観測所名          

既往最大雨量   68.0    ｍｍ／hr      
 3-66  レ 

計画基準雨量 1／200   86.0  ｍｍ／hr       3-66  レ 
雨 量 

  〃    1／100   79.0  ｍｍ／hr      3-66  レ 

 山林 水田 畑 市街地 池 堤体 計・平均     
流域面積   ha  23   0.95  23.95  3-70  レ 

 流域区分流出係数  0.8   1.0  0.81  3-70  レ 

洪水到達時間  33.28  min  3-67  レ 

同時間継続降雨強度  66.7     mm／ hr       3-67  レ 

同上流出量  1／200 
            1／100 

Qmax  ＝  7.188  m3／sec   

Q100   ＝      m3／sec      
 3-67  レ 

貯水面積：流域面積 １： 28.5  3-66  レ 

貯留効果       
■ 有  許容放流量 ＝          m3／sec  

   □ 無 

 
3-66 

 
レ 

設計洪水量 ：洪水吐 Q 洪水＝  0.443  m3／sec      5-1  レ 

  〃   ：減勢工 Q 減勢＝  0.366  m3／sec  5-1  レ 

流入部 
□水路流入型，■越流堰型，□側水路型 
□その他（          ） 

 
5-1 

 
レ 

導流部 
■シュート型，□ 阻壁型，□ 階段型， 
□ その他（      ） 

 
5-5 

 
レ 

設計洪水量 

洪水吐の
型式 

減勢部 
■跳水型（   型），□落差工型，□衝撃型 
□ その他 （            ） 

 
5-5 

 
レ 



 

17－5－11（記入例） 

 
設計内容（要点）記載表 ２．３（洪水吐設計 ２／３） 

 

検  討  項  目 

内  容 詳    細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁 備 考 照査 

荷重の項目・組み合わせ 
特殊条件の有無：  
□ 有（適正に明記されているか。 □Yes, □ №） 
■ 無（検討ケースは標準的なものか。 ■Yes, □ №） 

 5-7  

レ 

偏圧荷重の有無  □ 有,  ■ 無  （有の場合の安定計算： □ 有, □ 無）  5-7  
レ 

構造計算条   
件 

構造部材設計条件は標
準的か 

■標準的 
□特記有り（その根拠及び内容は適正か。   □適, □ 否） 

 5-7  
レ 

流  入  部 導  流  部  減  勢  部  

側壁 底版橋 底版中 側壁 底版端 底版中 側壁 底版端 底版中 

 5-16,27
,33,51, 

 
レ 

曲げﾓｰﾒﾝﾄ  ｋN－m 30.32 30.32 16.46 26.53 26.53 16.24       レ 

軸力     ｋN              

せん断力   ｋN 35.74 30.41 0.00 33.30 22.59 0.00       レ 

鉄筋かぶり  mm 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0       レ 

有効部材厚  mm 25.2 23.0 23.0 25.2 23.0 23.0       レ 

必要鉄筋量（近似式） 7.90 8.66 4.70 6.92 7.58 4.64       レ 
 主筋  Ｄφ 
     間隔 

D19 
@250 

D19 
@250 

D19 
@250 

D16 
@250 

D16 
@250 

D16 
@250 

D 
@ 

D 
@ 

D 
@ 

   
レ 

配
筋
計
画 
 配力筋 Ｄφ 
     間隔  

D13 
@250 

D13 
@250 

D13 
@250 

D13 
@250 

D13 
@250 

D13 
@250 

D 
@ 

D 
@ 

D 
@ 

   
レ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ曲げ圧縮    
     N／mm2 

3.46 4.02 2.18 3.47 4.03 2.46 
      

レ 

鉄筋引張 N／mm2 116.97 128.71 69.89 145.28 159.78 97.81 
      

レ 

＊① 
部材応力及び
主配筋計画 

応
力
照
査 
せん断応 N／mm2 0.16 0.15 0.00 0.14 0.11 0.00       

レ 

 

＊①：最小鉄筋の場合は，その旨を明記した上で，「配筋計画・応力計算」の数値記入は省 
      略できる。 
    ：報告書の本編で，上表相当の内容が一覧表でまとめられている場合は，該当表のコピ 
   ー貼付により上表は省略できる。 
  ：上記は，他の構造設計に対しても同様の対応でよい。 
 

    

 



 

17－5－12（記入例） 

設計内容（要点）記載表 ２．３（洪水吐設計 ３／３） 

検  討  項  目 内      容 

内  容 詳     細 標準値等 採用値 採用理由 出典根拠 

報告書 

記載頁

 

備 考 照査 

材料の単位体積重量        
 無筋コンクリート  kN/m3 23.0 23.0 設計打合  5-7  レ 
 鉄筋コンクリート  kN/m3 24.5 24.5  同上  〃  レ 
 湿潤土            kN/m3 18.0 18.0  同上  〃  レ 
 飽和土            kN/m3 10.0 10.0  同上  〃  レ 
 水                kN/m3 9.8 9.8  同上  〃  レ 
材料の長期許容応力度        
 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基準強度 N/mm2  21N／mm2     レ 
  許容圧縮応力度  N/mm2 ８ ８  同上  5-8  レ 
  最大せん断応力度 N/mm2 0.42 0.42  同上  〃  レ 
 鉄  筋  SD295        
  許容引張り応力  N/mm2 
       〃（水中部材）  

   176 
   157 

176  同上  5-8 
 
 

レ 

  許容付着応力度 N/mm2 1.5 1.5  同上    レ 
上載荷重        
 自動車荷重        kN/m2  0  同上  5-7  レ 
 群集荷重          kN/m2  3.0  同上  〃  レ 

地下水位 
施設個別で 

    設定 

施設個別で 

設定 

□無 ■周辺地下水位 □1/2 壁高  
□その他 

 〃  レ 

設計震度 
重要構造物の

み 
 特に重要な構造物のみ考慮する。    レ 

土質定数及び土圧係数        
 内部摩擦角 φ゜ 30 25  設計打合  5-7  レ 
 粘着力 0 0  同上  〃  レ 
 摩擦係数 tanφ tanφ  同上  〃  レ 
 主働土圧係数 0.297 0.382  同上  5-7  レ 

設計 
条件 

 受働土圧係数 10.100 該当なし  同上    レ 

堤体基礎地盤構成 地盤地質名； 粘土質地盤        5-10  レ 

 〃 床付面の地盤 地盤地質名； 粘土質地盤               〃  レ 
基礎地盤 
の条件 

 〃   〃  の透水係数 k=    2.98   ×10 － 6     cm／sec  2-2  レ 

  



 

17－5－13（記入例） 

設計内容（要点）記載表 ２．４（取水施設設計１／２） 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁

 

備 考 照査 

取水工改修の要否  ■要   □否  2-2  レ 

前回審査との変更有無(主要事項のみ)  □有   ■無    レ 

計画取水量   Qmax =  0.148m3/s  6-4  レ 

取水施設の型式  ■斜樋、□取水塔、□取水トンネル、□底樋、□その他（       ）  6-1  レ 

  〃    の位置／ヶ所  ■現況位置、 □位置変更  ／     3 ヶ所    6-1  レ 

   〃    規模（口径×孔数）  孔径×孔数 ：φ100 mm×1 孔,φ150 mm×1 孔,φ200 mm×1 孔  6-1    レ 

設計諸元 

 底樋の断面及び構造  開削（水理断面：HPφ600，  構造：開削／ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立て ）  6-1    レ 

 取水部 ■ Ｕ型ﾌﾘｭｰﾑ，  □ その他（       ）  6-1  レ  
 構造設計形式  

 底樋工 ■ RC 巻立て（箱形函渠），□柔構造型式，□ その他（       ）  6-1  レ 

底樋工の基礎地盤は良好か 地盤の種類： 粘土質地盤     3-9  レ 

   〃        透水度：k=    3.19   ×10 －  4     cm／sec  2-2  レ 

柔構造型式の場合の
管種は 

□ダクタイル鋳鉄管（   ）型 
□その他（         ） 

    

ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立ての場合  
標準構造図を使用か 

■ Yes    □ №   
（№の場合の構造：   ） 

 6-4  レ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立ての構造
計算の有無 

■ 有    □ 無    レ 

縦断継ぎ手の有無 
■ 有 （径間数 2 所 ，最大径間長 9.4 ｍ ）  
□ 無  

 図面 16  レ 

 
底   
樋   
管 
の   
構 

  造 

縦断方向の構造計算 
の有無  

□ 有 （縦断鉄筋の径×間隔：D00 ×間隔＠ 000 mm ） 
 ■ 無 

   レ 

止水壁の構造は適正か □ ｺﾝｸﾘｰﾄ，□ 土質材料（     ），□ その他  図面 16  レ 

止水壁の位置は適正か □ 遮水性ｿﾞｰﾝ内，□ 遮水性ｿﾞｰﾝ外（置換え），□ その他  図面 16  レ 

設置の有無 ■ 有    □ 無    □既施設の流用  8-1  レ 

放流能力 必要放流量 0.116  m3/s   8-3  レ 緊急放流施設 

施設規模 孔径×孔数 ：φ250 mm×1 孔  8-2  レ 

構造一般 

その他，設計の特殊条件の有
無 

□ 有    ■ 無    レ 



 

17－5－14（記入例） 

検  討  項  目 

内  容 詳     細 
内      容 出典根拠 

報告書 

記載頁

 

備 考 照査 

頂版の土被り 00  m    レ 

基面からの外水深 1.52  m  6-7  レ 

内水圧 1.22  m  6-8  レ 

構造計算諸
元 

特殊荷重の有無 □ 有    ■ 無  （有りの場合： ○○○  ）    レ 

 
 
 
 
 
設計内容（要点）記載表 ２．４（取水施設設計 ２／２） 

流入部 取付けﾎﾞｯｸｽ部 樋  管       

側壁 底版 頂版 側壁 底版 横断筋 縦断筋      

曲げﾓｰﾒﾝﾄ   ｋN－m 8.25 8.25          レ 

軸力    ｋN             

部 
材 
応 
力 せん断力  ｋN 15.96 9.07          レ 

鉄筋かぶり    mm    6.0 6.0          
レ 

有効部材厚    mm 14.0 14.0          
レ 

必要鉄筋量（近似式算定） 4.39 4.39          
レ 

 主筋  Ｄφ 
     間隔 

D13 
@250 

D13 
@250 

D 
@ 

D 
@ 

D 
@ 

D 
@ 

D 
@ 

   
 レ 

配 
筋 
計 
画 
 配力筋 Ｄφ 
     間隔  

D13 
@250 

D13 
@250 

D 
@ 

D 
@ 

D 
@ 

D 
@ 

D 
@ 

   
 レ 

 ｺﾝｸﾘｰﾄ曲げ圧縮         
          N／mm2 

3.32 3.32 
        

 レ 

鉄筋引張 N／mm2 128.18 128.18         
 レ 

部材応力 
及び 
主配筋計画 

応 
力 
照 
査 
せん断応力 N／mm2 0.13 0.07         

 レ 

 



 

17－5－15（記入例） 

設計内容（要点）記載表 ２．５（設計図作成）

 

 

 

 

検  討  項  目 内      容 

内  容 詳     細 報告書 設計図  
備  考 照査 

規格は特別仕様書と整合して
いるか。 

■ Yes   □ No ■ Yes   □ No 
  

レ 

計画一般図に必要な項目が記
載されているか。（水位、地質
条件等） 

■ Yes   □ No ■ Yes   □ No 
  

レ 

使用材料は計算書と一致して
いるか。 

■ Yes   □ No ■ Yes   □ No 
  

レ 

構造詳細図は適用基準及び打
合せ事項と整合しているか。 

■ Yes   □ No ■ Yes   □ No 
  

レ 

計算結果に基づいた適切な配
筋がされているか。 

■ Yes   □ No ■ Yes   □ No 
  

レ 

水位、設計条件が図面に明示さ
れているか。 

■ Yes   □ No ■ Yes   □ No 
  

レ 

図面が明瞭に描かれている
か。（構造と寸法線の使い分け
等） 

■ Yes   □ No ■ Yes   □ No 
  

レ 

設計図作成 
 

（各図面毎） 

分かり易い注意が記載されて
いるか。 

■ Yes   □ No ■ Yes   □ No 

  

レ 



 

17－5－16（記入例） 

設計内容（要点）記載表 ３．１（仮設計画・数量計算・施工計画）

検  討  項  目 内      容 

内  容 詳     細 標準値等 採用値 採用理由 出典根拠 

報告書記載

ﾍ゚ ｼー゙  
備 考 

照

査 

工事用道路 

 路線の位置は適正か。 
■ 適正   □ 不適 

 

 10-5  レ 

 工事用道路の幅員 4.5 m 同左   〃  レ 

 工事用道路の舗装 砂利 舗装  同左   〃  レ 

 工事用仮橋の荷重 T― 25 同左   〃  レ 

仮排水計画 

   

 

非かんがい期

の 1／10 確率

降雨 

   

 

レ 

仮設計画 

仮設区分（任意・指定）は適正

か。 
■ 適正 □ 不適 

 10-5  レ 

数量計算の適用基準。（有効数

値、位取り、単位、区分等） 
■ 適正 □ 不適 

 11-1  レ 

数量計算と図面の整合性。 ■ 適正 □ 不適  〃  レ 

算定根拠・算式は解り易いか。 ■ 適正 □ 不適  〃  レ 

とりまとめは工種毎、材料毎 ■ 適正 □ 不適  〃  レ 

土工計算   レ 

 施工区分毎の土工図 
■ 適正 □ 不適 

 
〃 

 レ 

数量計算 

(各工種毎) 

土工数量 ■ 適正 □ 不適  11-2  レ 

施工方法 ■ 適正 □ 不適  10-4  レ 

工程計画 ■ 適正 □ 不適  10-8  レ 

工事中の排水・湧水処理 ■ 適正 □ 不適  10-5  レ 

経済性、安全性 ■ 適正 □ 不適  10-2  レ 

工事中の環境対策 

（騒音、振動、汚染対策等） 
■ 適正 □ 不適  〃 

 
レ 

施工計画 

環境との調和、景観への配慮 ■ 適正 □ 不適  〃  レ 



 

17－5－17（記入例） 

設計内容（要点）記載表 ３．２（特別仕様書・概算工事費・報告書） 

検  討  項  目 内      容 

内  容 詳     細 標準値等 採用値 採用理由 出典根拠 

報告書記載

ﾍ゚ ｼー゙  
備 考 

照

査 

 制約条件等，該当地区の特記 

事項を記載しているか。 
■ 適正 □ 不適 

   
レ 

 各材料の規格・品質は適正か。 ■ 適正 □ 不適    レ 

特別 

仕様書 

 工事数量表は適正か。 ■ 適正 □ 不適    レ 

 適用基準区分（歩掛・単価積 

 算方法等） 
■ 適正 □ 不適    レ 

 計算内容 ■ 適正 □ 不適    レ 

 工事明細書 ■ 適正 □ 不適    レ 

概算工事費 

 参考見積徴収 □ 有  ■ 無    レ 

 指定条件及び打合せ事項との 

 整合性（製本内容，まとめ方，   

 図面整理等） 

■ 適正 □ 不適    レ 

 報告書の構成は，設計業務報 

 告書標準様式（案）に準拠し 

 ているか。 

■ 適正 □ 不適    レ 

 計算式，数値及び文献等の出  

 典及び根拠 
■ 適正 □ 不適    レ 

 計算過程が理解しやすいよう 

 になっているか。 
■ 適正 □ 不適    レ 

報告書  

 打合せ協議録・参考資料等の 

 書類処理（合冊・分冊）は適   

 正か。 

■ 適正 □ 不適    レ 

コ ス ト

縮減対策 

施設の提案内容及び比較検討 

の過程や結果等の成果が整理 

されているか。 

■ 適正 □ 不適    レ 


